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十
和
田
湖
、
男
鹿
半
島
、
八
郎
湖
、
田
澤
湖
、
干
秋
公
園
、
其
他
紅
葉

に

　

名
高
き
院
内
の
連
山
等
、

一
と
し
て
好
風
景
な
ら
ざ
る
ば
な
き
縣
下
の
名

　
所
は
今
や
世
間
に
紹
介
せ
ら
れ
つ
ゝ
あ
る
、
秋
田
縣

は
古
來
よ
り
數

多
の

　
好
風
景
を
有
す
る
國
な
れ
ど
、
交
題
の
設
備
甚
だ
不
完
全
な
る
が
故
に
、

　
他
國
人
は
此
と
知
り

つ
、
其
實
景
の
如
何
を
探
ぐ
る
を
得
ざ
り
き
、
然
る

　
に
今
や
交
通
機
關
運

送
の
便
等
全
く
整
ふ
る
に
及
び
他
國
人
の
入
り
來

る

　
も
愈

々
繁

く
、
從

つ
て
土
地
の
物
産
、
風
俗
、
人
情
、
風
景
等
、
漸
く
天

　
下
に
廣

ま
る
に
至
り
し
が
未
だ
畫
家
諸
君
に
美
景
國
た
る
を
知
ら
れ
ざ
る

　
は
余
始
め
縣
人

一
般
の
遺
憾

と
す
る
所
な
り
、
依

つ
て
★
か
拙
文
を
綴
り

　
て
其
主
な
る
も
の
を
諸
君
に
紹
介

せ
ん
と
欲
す
、
さ
れ
ば
諸
君
よ
、
好
時

　
季
を
期

し
て
遊
覽

さ
れ
ん
事
を
乞
ふ
。

　
　
十
和
田
湖
は
縣
の
北
東
隅
鹿
角
郡
十
和
田
山
中
に
あ
り
、
周
圍

凡
そ
十

　　
餘

里
、
火
山
湖
に
し
て
數
多
の
灣
曲
あ
り
、
湖
水
清
澄
に
し
て
練
鏡
の

　
　
如
く
、
深
さ
三
百
尺
に
及
び
、
幽
★
氣
を
極
め
、奇
岩
怪
石
の
間
に
は
、

　
　
老
松
欝
蒼
と
し
て
生
じ
、
風
光
大
に
佳
に
し
て
、
夏
季
に
至
れ
ば
外
人

　
　
の
避
暑
す
る
も
の
多
く
、
秋
に
至
れ
ば
紅
葉
を
賞
す

る
の
人
杖
を
曳
く

　
　
こ
と
★
か
ら
ず
、
且
つ
湖
中

よ
り
は
鱒
鯉
等
の
魚
獲
多
し
。

　
　
男
鹿
半
島
は
、
秋
田
縣
南
秋
田
郡
に
あ
り
、
日
本
海

に
斗
出

せ
る
半
島

　
　
な
り
。
中
央
丘
阜
連
亘
し
て
、
舊
火
山
な

る
寒
風
山
其
間
に
聳

ゆ
、
海

　
　
岸
の
勝
區
に
其
西
海
岸
に
あ
り
、
船
川
よ
り
船
に
乗
り
門
前
を
過
ぐ
れ

　
　
ば
、
漸
次
海
中
に
高
く
聳
ゆ

る
岩
あ
る
を
見
ら
る
べ
し
、
こ
れ
名
高
き

帆
掛
島
に
し
て
、
★

々
畫
家

の
手
に
な
れ
る
歴
史
附
き

の
岩
な
り
、
漸

く
進
む
に
從

ひ
奇
巖
怪
石
の
横
は
れ
る
景
、
亂
石
の
半
ば
倒
れ
半
に
立

つ
、
慨
れ
所
謂
男
鹿

三
十
三
島

に
し
て
見
て
始

め
て
其
壮
嚴
美
観
た
る

を
解
さ
る
べ
し
、
此
を

一
週
す
る
を
島
巡
り
と
云
ひ
、
大
低
六
七
八
の

三
ヶ
月
、
殊
に
入
梅
の
季
節
を
最
と
な
す
、
こ
の
頃
は
北
海
名
物
の
怒

濤
も
な
く
、
海
上
油
の
如
く
静
か
な
れ
ば
な
り
。

八
郎
湖
は
縣
西
北
海
岸
に
あ
り
、
山
本
南
秋
田
の
両
郡
に
跨
り
雄
鹿
半

島
其
前
を
擁
す
、
湖
中
淺
し
と
雖
も

、
風
景
絶
佳

に
し
て
、
湖
内
至
る

所
好
ス
ケ
ツ
チ
場
な
ら
ざ
る
は
な

し
。

千
秋
公
園
は
市
の
中
央
秋
田
城
跡
に
あ
り
、
櫻
、
及
び
紅
葉
を
以
て
名

高
く
、
其
時
季
に
至
れ
ば
、
紳
士
淑
女
足
を
停
む
る
も
の
甚
だ
多
し
、

縣
外
人
云
ふ
之
れ
東
北
第

一
の
公
園
な
り

と
。

田
澤
湖
は
、
縣

の
東
部
仙
北
郡
生
保
内
田
澤
村
に
あ
り
、周
圍
約
三
里
、

四
方
山
を
以
て
挽
ら
し
、
駒

ヶ
嶽
最
も
雄
な
り
。
湖
水
清
透
に
し
て
遊

魚
數

ふ
べ
く
、
倒
さ
樹
、
蓆
石
、
白
濱
等
の
勝
景
あ
り
、
白
濱
に
水
底

一
面
に
白
砂

に
し
て
美
観
形
容
に
絶
せ
り
、就
中
秋
の
景
を
第

一
と
し
、

紅
葉
を
観
る
の
士
女
最
も
多
し
。
(
終
り

)

　

編
者
は
此
種
の
投
稿
を
喜
ふ
。
讀
者
諸
君
、
各
自
自
己
郷
里
の
名
勝

　
を

正
直
に
紹
介

さ
れ
よ
、
而
し
て
そ
れ
に
到
る
べ
き
道
程
、
交
通
の

　
模
様
な
ど
記
さ
る
れ
ば
猶
結
構
。
緑
葉
氏
は
本
文
に
添
え
て
數
多
の

　
繪

葉
書
を
も
寄

せ
ら
れ
た
り
、
好
意
多
謝
。

又
曰
く
田
中
子
爵
の
實
測
に
よ
れ
ば
十
和
田
湖

の
水
深
は
三
百
二
十
七

米
突
、
田
澤
湖
は
三
百
九
十
七
米
突
に
し
て
日
本
第

一
の
深
さ
な
り


